
わ
た
し
の
思
い
、

つ
な
ぐ
ノ
ー
ト

【
八
代
七
浦
広
報
グ
ル
ー
プ
合
同
特
集
】

　「
終
活
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。「
終
活
」
と
は
「
人
生
の
終

わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
」
を
略
し
た

造
語
。
自
分
ら
し
い
最
期
の
時
間
を
元
気

な
う
ち
に
考
え
て
お
き
た
い
と
い
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
は
「
終
活
を
始
め
よ
う
と
思
う

け
ど
、
具
体
的
に
や
る
こ
と
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
人
の
た
め
の
特
集
で
す
。
人

生
の
最
期
を
自
分
ら
し
く
終
え
ら
れ
る
よ

う
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
超
高
齢
社
会
の
日
本
で
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
に
向
け
た
取
り
組
み
で

す
。
水
俣
市
芦
北
郡
医
師
会
で

も
、「
水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医
療・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
住
民
向
け

講
演
会
の
開
催
、「
私
の
人
生
会

議
」
ノ
ー
ト
の
作
成
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　
現
在
、
水
俣
芦
北
圏
域
の
高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
、
２
０
２
５

年
に
は
45
％
に
迫
り
ま
す
（
図

１
）。
社
会
保
障
費
の
増
加
や
医

療
介
護
現
場
の
人
材
不
足
、
施
設

受
入
数
の
限
界
な
ど
、
全
国
の
医

療
現
場
が
抱
え
る
問
題
は
水
俣

芦
北
圏
域
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
昔
は
家
族
で
自
宅
介
護
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
現
代
は

核
家
族
世
帯
が
多
く
、
病
気
に

な
っ
た
ら
長
期
入
院
や
老
人
ホ
ー

ム
へ
入
所
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で

す
。
し
か
し
、
令
和
元
年
に
水
俣

芦
北
圏
域
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
生
最
期
の
と
き
を

ど
こ
で
迎
え
た
い
か
の
質
問
に
、

40
％
の
人
が「
自
宅
で
迎
え
た
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

自
宅
で
過
ご
し
た
く
て
も
過
ご
せ

な
い
人
が
い
る
現
状
を
解
決
す
る

た
め
に
推
進
さ
れ
て
い
る
の
が
、

在
宅
医
療
の
充
実
で
す
。

　
水
俣
芦
北
圏
域
で
は
、
水
俣
市

芦
北
郡
医
師
会
と
市
町
が
連
携
し

て
、
平
成
28
年
に
在
宅
医
療
の
拠

点
と
な
る
水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
各
専
門
職
の
連
携
や
住
民
向
け

の
周
知
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
最
近
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
情
報
共
有
の
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
や
人
材
を
増
や
す
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
今
あ
る
機
能

を
最
大
限
に
活
か
す
方
法
を
考
え

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
生
会
議

（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
）
の
啓
発
を
目
的
に
、
１

市
２
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
令
和

２
年
６
月「
私
の
人
生
会
議
」ノ
ー

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
医
療
や
介
護

を
望
ん
で
い
る
か
を
記
録
し
、
家

族
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

の
と
き
に
お
互
い
が
望
む
支
援
を

す
る
た
め
の
ノ
ー
ト
で
す
。
医
療

機
関
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
に
２
千
冊
以
上
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
が
定
着
す
る
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
選
択

肢
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
水
俣
芦
北
圏
域
の
在
宅
医

療
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最期まで安心して
暮らせる地域へ―
水俣芦北圏域在宅医療・介護連携支援センターでは、
自分の思いを整理し、大切な人に伝えるきっかけ作
りのため、「私の人生会議」ノートを作成しました。
同センターの榮永さんにその思いを聞きました。

在
宅
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り

在
宅
医
療
の
拠
点

こ
の
特
集
は
、
八
代
市
・
芦
北
町
・
津
奈
木
町
・
水
俣
市
の

広
報
担
当
者
が
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。

病
院
・
施
設
・
在
宅

人
生
の
選
択
肢
を
増
や
す

水俣芦北圏域在宅医療・介護連携支援センター所長

榮永 德博さん

 INTERVIEW

【図１】高齢化率の予測（水俣芦北圏域・国） 【図２】人生の最期を迎えたい場所（水俣芦北圏域）

【資料】令和元年８月実施「在宅医療・在宅介護に関する住民アンケート」【資料】国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
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